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以上のように我々は
１．リプロダクティブ・ライツが個人の人格的生存に必要不可欠であり、憲法上保障されるべき幸福追求権の１つであることを立証した。
２．そして、そのような幸福追求権たるリプロダクティブ・ライツは胎児の生命権によって制限されないことを示した。胎児は妊娠している女性にとって自己でありかつ他者であるという両義的存在であり、また身体的には誕生に至るまで女性に全面的に依存している。このような事実を直視するならば、誕生以前の胎児を権利主体とみなすことはできず、倫理的配慮の対象となるに過ぎない。よって、胎児に生命権はなく、女性のリプロダクティブ・ライツが制限されることはない。
３．さらに我々は、以上のようなリプロダクティブ・ライツが本件において保障されるためには、被告医師が説明義務をまっとうしなければならなかったことを明らかにした。すなわち２月１５日より以前においては、原告患者に対し羊水検査の存在と適切な実施時期を説明する義務があった。２月１５日以降においては、原告患者の求めに応じて羊水検査について適切な情報を与えるための説明をする義務があった。これらを怠った被告医師には過失があり、不法行為を為したと言わなければならない。しかも、出産後に原告患者が受けた精神的被害との間にはいずれも事実的因果関係が認められる。よって、原告患者は民法７０９条により損害賠償請求をすることができる。
４．以上により我々は、被告医師が原告患者のリプロダクティブ・ライツを不当に侵害し、過失による不法行為によって原告患者に甚大なる精神的被害を与えたことを立証した。従って、本件における被告医師の行為は妥当でない。
